


11時～4時
受付対応日

11時～4時
受付対応日

11時～4時
受付対応日

11時～4時
受付対応日

11時～4時
受付対応日

11時～4時
受付対応日

11時～4時
受付対応日

11時～4時
受付対応日

11時～4時
受付対応日

11時～4時
受付対応日

11時～4時
受付対応日
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3月・4月 日 程 カレンダ ー

17 18 19 20 21 22 23

31
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2

11時～4時
受付対応日

4時～6時 閉館

24 25 26 27 28 29 30

夜:6時～8時開場

（夜）6時～8時
受付対応日

11時～4時
受付対応日

4時～6時閉館

（夜）6時～8時
受付対応日

11時～4時
受付対応日

4時～6時閉館

支部でご一緒に本部行事に参加しませんか。
３月９日・23日・４月13日・27日(土)

「動画による祈りの会」を予定しています。
指針は２月29日（木）までご聖壇前に用意しております。

場合によりましては急な閉場もあり得ますので、
ご来場の際は予めお電話でご確認頂きますよう、

ご理解ご協力をよろしくお願いします。

3 4 5 6 7 8 9

● 

特
別
開
場
日

開
場
時
間
10
時
30
分
〜
午
後
２
時

支
部
の
大
画
面
を
見
な
が
ら
、
ご
一
緒
に
参
加
で
き
ま
す
。

■
本
部
行
事
「
動
画
に
よ
る
祈
り
の
会
」 

3
月
9
日
・
23
日
・
4
月
13
日
・
27
日(

土)

11
時
〜

● 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
動
画
に
よ
る
神
聖
復
活
祈
り
の
会

３
月
31
日(

日)

午
後
１
時
〜
配
信

※

内
容
は
、
挟
み
込
み
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ご
参
照
下
さ
い
。

●  

リ
モ
ー
ト
に
よ
る
森
谷
明
子
講
師
講
話
会

４
月
28
日(

日)

午
後
１
時
〜
配
信

Z
O
O
M

ま
た
は
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
の
参
加
に
な
り
ま
す
。

【
森
谷
明
子
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

日
本
画
家 

１
９
６
９
年 

静
岡
県
磐
田
市
生
ま
れ
。

１
９
９
３
年 

筑
波
大
学
大
学
院　
芸
術
研
究
科
日
本
画
分
野
修
了
。
東

京
・
静
岡
を
中
心
に
作
品
発
表
を
つ
づ
け
、

寺
社
奉
納
絵
画
に
も
力
を
注
ぐ
。
大
徳
寺
聚

光
院
伊
東
別
院　
墨
筆
に
よ
る
「
千
利
休
座

像
」
軸
一
幅
・
駿
河
国
総
社
静
岡
浅
間
神
社

　
四
曲
一
双
屏
風
「
神
富
士
と
山
桜
」・
京

都
丹
波
一
之
宮　
出
雲
大
神
宮
「
国
安
か
れ

民
安
か
れ
」・
群
馬
県
佐
波
郡
観
照
寺　
四

曲
一
双
屏
風
「
神
楽
鈴
」
な
ど
。

「
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
ふ
た
た
び
」
と
題
し
た
執

筆
・
講
演
活
動
を
行
い
、
日
本
文
化
の
も
つ
不
思
議
な
力
の
活
用
を
呼

び
か
け
て
い
る
。

※

内
容
は
、
挟
み
込
み
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ご
参
照
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

上
記
カ
レ
ン
ダ
ー
の
日
時
の
み
開
場
し
て
い
ま
す
。
先
ず

は
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
対
応
日
以
外
は
、
留

守
番
電
話
に
電
話
番
号
と
ご
用
件
を
お
話
し
下
さ
い
。
後

日
ご
連
絡
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

  

《
受
付
対
応
日
・
時
間
》

奇
数
日
の
11
時
〜
午
後
４
時
（
土
曜
日
を
含
む
）

奇
数
日
の
月
曜
日
の
み
夜
６
時
〜
８
時
も
開
場  

  《
お
休
み
》
水
曜
日
・
日
曜
日
・
偶
数
日

10時30分～4時
受付対応日

11時～(本部主催)
「動画による祈りの会」
(支部で参加可能)

10時30分～4時
受付対応日

11時～(本部主催)
「動画による祈りの会」
(支部で参加可能)

日 月 火 水 木

金 土

１時30分～
運営委員会
（リモート）

春分
の日

MarchMarch
1 2

午後１時～配信
インターネット動画による
「神聖復活　
 　　祈りの会」

参
加
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ（Z

O
O
M

ま
た
は
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
）
は
大
阪

支
部
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
参
加
ご
希
望

の
方
は
お
手
数
で
す
が
、
支
部
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
に
ご
登
録

下
さ
い
。
詳
細
は
P9
を
ご
参
照
下
さ
い
。

参
加
方
法　
＊
支
部
主
催
の
講
話
会･

神
聖
復
活
祈
り
の
会

１時30分～
大徳寺塔頭

「大仙院」本堂
ＷＰＰＣ

◎1時～3時
(ピース人形作り)

リレーWPPC
（各ご自宅で）

11時～4時
受付対応日

11時～4時
受付対応日

11時～4時
受付対応日

11時～4時
受付対応日

11時～4時
受付対応日

11時～4時
受付対応日

11時～4時
受付対応日

11時～4時
受付対応日

11時～4時
受付対応日

11時～4時
受付対応日

11時～4時
受付対応日

11時～4時
受付対応日

11時～4時
受付対応日

4時～6時 閉館

夜:6時～8時開場

11時～4時
受付対応日

4時～6時 閉館

夜:6時～8時開場

１時30分～
運営委員会
（リモート）

0404 令和６年
２０２4

白 光 真 宏 会 大 阪 支 部

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 5/1 5/2 5/3 5/4

3

（夜）6時～8時
受付対応日

11時～4時
受付対応日

4時～6時閉館

（夜）6時～8時
受付対応日

11時～4時
受付対応日

4時～6時閉館

（夜）6時～8時
受付対応日

11時～4時
受付対応日

4時～6時閉館

■10時～     
「輝」発送

●
大
徳
寺
塔
頭
「
大
仙
院
」
本
堂
に
て
Ｗ
Ｐ
Ｐ
Ｃ

３
月
10
日(

日) 

午
後
１
時
集
合 

１
時
30
時
〜

国
宝
の
本
堂
で
国
旗
を
揚
げ
て
世
界
各
国
の
平
和
を
祈
り
ま
す
。

京
都
市
バ
ス
「
大
徳
寺
」
下
車
徒
歩
10
分(

要
拝
観
料
500
円)

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

● 

ピ
ー
ス
人
形
作
成
体
験

３
月
15
日(

金)･
4
月
15
日(

月)

午
後
１
時
〜
３
時

海
外
や
イ
ベ
ン
ト
で
大
人
気
の
和
紙
の
手
作
り
人
形
し
お
り
。

材
料
を
お
渡
し
し
て
作
り
方
を
お
伝
え
し
ま
す
。

●  

リ
レ
ー
Ｗ
Ｐ
Ｐ
Ｃ（
世
界
中
を
祈
り
で
つ
な
ぐ
）

３
月
20
日(

水･

祝
／
春
分
の
日) 

ご
自
宅
な
ど
で
世
界
各
国
の
平
和
を
お
祈
り
下
さ
い
。
春
分
・

夏
至
・
秋
分
・
冬
至
の
年
４
回
開
催
し
ま
す
。

● 「
輝
」
発
送

４
月
25
日(

木) 

10
時
〜

封
入
、
宛
名
貼
り
な
ど
「
輝
」
の
発
送
作
業
を
行
い
ま
す
。

午
前
中
で
終
了
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●  

神
人
に
な
る
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

《 

申
込
み
希
望
日
に
随
時 

》

神
人
養
成
課
題
に
取
り
組
ん
で
み
た
い
方
や
、
知
り
合
い
に
お

伝
え
し
た
い
と
い
う
方
は
、
ご
希
望
の
日
時
を
ご
連
絡
下
さ
い
。

● 

各
種
印
の
講
習
・
伝
授

《 

申
込
み
希
望
日
に
随
時 

》

「
神
聖
復
活
の
印
」
を
は
じ
め
、
す
べ
て
の
印
。

7 8 9 10 11 12 13

1 2 3 4 5 6

11時～
講師錬成会
(富士聖地)

本
部
主
催
行
事

本
部
主
催
行
事

●  

動
画
に
よ
る
祈
り
の
会

３
月
９
日
・
23
日
・
４
月
13
日
・
27
日(

土) 

11
時
〜

（
＊
４
月
13
日
・
27
日(

土)

は
「
輝
」
印
刷
時
は
未
定
で
し
た
。）

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
り
会
長
代
理
、
副
会
長
の
ご
指
導
に
よ
る

祈
り
の
会
が
毎
月
第
２
、
第
４
土
曜
日
の
２
回
（
大
行
事
の

月
は
第
４
土
曜
日
の
み
の
１
回
）
開
催
さ
れ
ま
す
。

●  

講
師
錬
成
会
（
富
士
聖
地
に
て
）

４
月
21
日(

日) 

11
時
〜（
オ
ン
ラ
イ
ン
の
配
信
は
あ
り
ま
せ
ん
）

詳
細
は
白
光
誌
で
ご
確
認
下
さ
い
。

※

オ
ン
ラ
イ
ン
行
事
は
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　
参
加
で
き
ま
す
。https://byakko.or.jp

日 月 火 水 木 金 土

昭和
の日

休休休
11時～4時
受付対応日

AprilApril

10時30分～4時
受付対応日

11時～(本部主催)
「動画による祈りの会」
(支部で参加可能)

10時30分～4時
受付対応日

11時～(本部主催)
「動画による祈りの会」
(支部で参加可能)

１時～配信
リモート講話会
「森谷明子講師」

◎1時～3時
(ピース人形作り)



　

12
月
17
日「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
動
画
に
よ
る
神

聖
復
活
祈
り
の
会
」＆「
お
楽
し
み
会
」参
加
の
ご

報
告　
　
　
　
　
　

  　

東
大
阪
市　

片
岡
和
久

　

12
月
の「
神
聖
復
活
祈
り
の
会
」は
、小
国
旗
掲

揚
に
よ
る
世
界
各
国
の
平
和
の
祈
り
で
し
た
。　

２
０
２
３
年
末
、混
沌
と
す
る
世
界
の
情
勢
で
す

が
、皆
様
と
と
も
に
心
を
一
つ
に
し
て
一
国
一
国
に
平

和
の
光
を
届
け
、心
を
込
め
て
祈
っ
た
、尊
い
ひ
と

時
と
な
り
ま
し
た
。

　

後
半
は
恒
例
の「
お
楽
し
み
会
」で
す
。大
池
き

よ
ら
さ
ん
オ
リ
ジ
ナ
ル
の「
み
ん
な
輝
く
デ
ィ
バ
イ

ン
ス
パ
ー
ク
」の
清
ら
か
な
歌
声
に
引
き
込
ま
れ

ま
し
た
。新
田
尚
子
さ
ん
は
２
年
振
り
の
ご
出
演

で
、今
回
は
絵
本「
や
ま
と
こ
と
ば
神
話
」か
ら
、古

事
記
の
一
節
を
や
ま
と
こ
と
ば
で
皆
さ
ま
と
共
に

読
み
、し
ば
し
神
話
の
世
界
を
感
じ
た
印
象
的
な

ひ
と
時
で
し
た
。毎
年
出
演
し
て
下
さ
る
小
林
輝

久
さ
ん
の
フ
ル
ー
ト
演
奏
は
舘
小
百
合
さ
ん
の
ピ

ア
ノ
伴
奏
と
共
に
音
楽
の
最
高
峰
で
あ
る
バ
ッ
ハ

の
崇
高
な
演
奏
で
し
た
。山
内
さ
ん
は「
え
み
ち
ゃ

ん
体
操
」で
身
体
を
ほ
ぐ
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

最
後
は
今
年
大
阪
支
部
の
ラ
イ
ブ
配
信
に
出
て
頂

い
た
各
地
の
講
師
の
方
々
か
ら
の
素
晴
ら
し
い
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
、ア
ラ
ン
ト
ン
聖
地
の
皆
さ
ん
、イ
タ

リ
ア
の
園
子
さ
ん
な
ど
海
外
か
ら
も
届
き
感
動
的

で
し
た
。山
内
一
弘
さ
ん
に
よ
り
素
敵
な
画
像
と
共

に
見
事
に
編
集
さ
れ
て
お
り
、大
変
素
晴
ら
し
い

皆
さ
ま
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
大
き
な
絆
を
感
じ
ま
し

た
。今
回
の「
お
た
の
し
み
会
」は
趣
向
の
凝
ら
さ

れ
た
楽
し
い
、な
ご
や
か
な
ひ
と
時
と
な
り
ま
し

た
。ラ
イ
ブ
配
信
に
出
演
の
皆
様
、ま
た
こ
の
日
に

向
け
て
準
備
さ
れ
た
関
係
者
の
皆
様
、本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

45

世
界
人
類
が
平
和
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
と
祈
る
人
は

平
和
を
創
る
人
に
し
て
神
の
子
。

世
界
平
和
を
祈
る
人
は

地
を
浄
め
る
塩
に
し
て
世
の
光
。

人
類
の
宝
に
し
て

か
け
が
え
の
な
い
存
在
。

自
分
を
尊
び

自
分
を
愛
し

自
分
を
ほ
め
た
た
え
よ
う

世
界
人
類
が
平
和
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
と
祈
る
人
は

平
和
を
創
る
人
に
し
て
神
の
子
。

世
界
平
和
を
祈
る
人
は

地
を
浄
め
る
塩
に
し
て
世
の
光
。

人
類
の
宝
に
し
て

か
け
が
え
の
な
い
存
在
。

自
分
を
尊
び

自
分
を
愛
し

自
分
を
ほ
め
た
た
え
よ
う

自
分
を
ほ
め
た
た
え
よ
う

自
分
を
ほ
め
た
た
え
よ
う

　
「
大
阪
支
部
新
年
祈
り
の
会
」に
参
加
さ
せ
て

頂
い
て　
　
　
　
　
　
　
　

西
宮
市　

村
山
悦
子

　

新
年
５
日
、清
々
し
い
お
天
気
の
中
、支
部
の
新

年
祈
り
の
会
へ
伺
わ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。普
段
は
一

人
、世
界
平
和
の
祈
り
と
印
を
組
む
事
で
、守
護
霊

様
守
護
神
様
五
井
先
生
と
繋
が
る
自
分
で
す
の
で
、

世
界
平
和
の
祈
り
の
同
志
の
方
々
と
同
じ
屋
根
の

下
、そ
れ
も
五
井
先
生
が
正
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
目
の

前
で
、一
緒
に
お
祈
り
を
さ
せ
て
頂
け
る
事
へ
の
感

謝
で
胸
が
い
っ
ぱ
い
で
、お
部
屋
の
中
は
キ
ラ
キ
ラ

し
て
見
え
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
で
の
自
粛
期
間
も
有
り
ま
し
た
の
で
、よ

り
一
層
支
部
の
お
部
屋
が
輝
い
て
お
り
ま
し
た
。能

登
で
の
大
変
な
災
害
に
よ
っ
て
被
災
さ
れ
た
方
々

の
為
に
、同
志
の
皆
様
と
一
緒
に
支
部
で
神
聖
復
活

の
印
を
組
ま
せ
て
頂
く
事
も
、と
て
も
意
味
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。私
が
支
部
へ
身
体
を
運
ば
せ
て
頂

く
事
で
、ご
先
祖
様
や
日
々
お
祈
り
を
さ
せ
て
頂
い

て
い
る
方
々
の
守
護
霊
様
も
、五
井
先
生
と
繋
が
る

と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

毎
日
一
人
で
イ
ラ
ス
ト
と
帽
子
の
作
品
制
作
を
し

て
お
り
ま
す
が
、世
界
平
和
の
祈
り
を
祈
り
な
が

ら
出
来
る
事
で
す
の
で
、そ
れ
が
と
て
も
有
り
難

く
、支
部
へ
の
参
加
で
、同
じ
祈
り
を
さ
れ
る
方
々

に
お
会
い
出
来
る
事
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

新
年
の
指
針
は
五
井
先
生
よ
り
、「
あ
な
た
に
は

世
界
平
和
の
祈
り
と
印
が
あ
る
」と
の
お
言
葉
を

頂
き
、ま
だ
ま
だ
未
熟
な
会
員
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、今
年
も
日
々
制
作
と
祈
り
が
出
来
る
事
に
感

謝
で
す
。ま
た
作
品
制
作
と
出
展
の
催
事
続
き
の

一
年
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、本
部
支
部
で
の
参
加
が

で
き
る
事
を
願
っ
て
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

高
橋
英
雄

令
和
４
年
４
月
10
日
ご
投
稿

高
橋
英
雄

令
和
４
年
４
月
10
日
ご
投
稿

第二回　
「神聖の扉を開く行事」に参加して

REMOTEREMOTE

NEWYEAR

＊大阪支部インターネット動画による＊

神聖復活祈りの会&お楽しみ会
17.December.2023

＊11:00am～・2:00pm～の2回実施＊

大阪支部 新年祈りの会
05.January.2024

新年祈りの会新年祈りの会

アラントン聖地

新田尚子さん

イタリア田中園子さん

富士協生果樹農園山際さん
スタッフ一同

お楽しみ会

小林輝久さん・舘小百合さん

　

昨
年
あ
た
り
か
ら
、以
前
会
員
だ
っ
た
方
が「
今
こ

そ
や
は
り
五
井
先
生
の
お
祈
り
だ
と
思
っ
た
」と
来

ら
れ
た
り
、「
会
員
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、30
年
以
上

世
界
平
和
の
祈
り
を
祈
っ
て
ま
す
」と
い
う
方
が
来

ら
れ
た
り
、「
致
知
」誌
の
千
玄
室
様
と
昌
美
先
生
の

記
事
を
読
ん
で
、「
こ
の
祈
り
は
、以
前
知
人
か
ら
聞

い
た
あ
の
祈
り
で
は
？
」と
会
員
さ
ん
を
尋
ね
て
来

ら
れ
、ご
一
緒
に
支
部
に
お
越
し
に
な
っ
た
り
、と
次

々
と
嬉
し
い
お
出
会
い
が
続
い
て
い
ま
す
。そ
し
て
、

「
神
聖
復
活
の
印
は
ご
存
じ
で
す
か
？
」の
ひ
と
言
の

お
声
が
け
を
き
っ
か
け
に
、そ
の
方
々
が
皆
さ
ん
そ
の

日
の
う
ち
に「
神
聖
復
活
の
印
」を
熱
心
に
習
わ
れ
、

組
み
始
め
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。「
神
聖
復
活
の
印
」

の
拡
が
り
と
時
代
の
変
化
を
、支
部
で
ご
奉
仕
さ
せ

て
頂
い
て
い
て
、ま
さ
に
肌
感
覚
で
実
感
し
て
い
ま

す
。

　

大
阪
支
部
で
は
、い
つ
で
も
印
の
練
習
や
伝
授
を

さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。ま
た
、ご
縁
の
あ
る
方
へ
の

伝
授
の
場
と
し
て
、ご
利
用
下
さ
る
こ
と
も
大
歓
迎

致
し
ま
す
。そ
の
際
、伝
授
の
お
手
伝
い
が
必
要
で
し

た
ら
、受
付
ご
奉
仕
メ
ン
バ
ー
に
お
気
軽
に
お
声
が

け
下
さ
い
ま
せ
。

　

支
部
の「
場
」が
、皆
さ
ま
の
お
役
に
立
つ
こ
と
が

何
よ
り
有
難
く
、皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
心
よ
り
お
待

ち
し
て
い
ま
す
♫

　

受
付
ご
奉
仕
を
お
手
伝
い
下
さ
る
方
も
随
時
募
集

し
て
い
ま
す
の
で
、こ
ち
ら
も
ご
連
絡
お
待
ち
し
て

い
ま
〜
す
♫
　
　（
編
集
メ
ン
バ
ー
：
山
内
江
美
）

大
阪
支
部
便
り
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３月３１日（日） 午後 1時～ 

大阪支部「インターネット動画による神聖復活祈りの会」プログラム 

 

１．教義「人間と真実の生き方」奉唱 (日本語・英語) 

２．世界平和の祈り (日本語・英語) 統一ＣＤ Ｎｏ．２ 

３．神聖復活の印の言霊の朗読 （２０２１年１１月２７日の「動画による祈りの会」で 

里香先生が唱えられた昌美先生から伝えられた言霊です。） 

私の心は宇宙神の心とひとつです。 

とても神聖です。光り輝いています。平安です。 

愛と赦しと慈しみに溢れています。 

喜びと幸せと感謝に満ち溢れています。 

私はすべての人を赦すことができる。 

すべての人を愛することができる。 

すべての人を人類即神也と見ることができる。 

私は自らを神聖そのものであることを知り、体験します。大成就 

４．動作の説明にあわせながら神聖復活の印を１回 

息を吸いながら、意識を集中し 

息を吐きながら、心を静かに整える 

天に神聖を求めていく 

わたくしたちは本来、光を放っている存在である 

天から降りてきた神聖を 受け取る 

その神聖は、本来、自分の内(なか)にある 

神聖なる男性性と女性性が統一し 

「神聖」の光を 人類に放(はな)ってゆく 
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その光が、人類一人一人に広がってゆく 

すべての人の神聖が、内側から共鳴してゆく 

そして、自己が神聖であることを思い出す 

人類は、神聖そのものである 

５．「地球世界感謝行」を行なう前に 【朗読】 (本部ホームページ・白光誌より) 

地球世界感謝行は、地球の大地や海や山、動植物に対して、 

真に感謝の祈りを捧げるものです。 

地球世界感謝行を行なうことにより、地球世界の万物、生きとし生けるものに、 

癒しのエネルギーが伝わります。そして天変地異や環境汚染などを 

未然に防いだり、最小限に食い止めることが出来、 

地球そのものが、本来の大調和した姿に蘇ってゆきます。 

地球世界を司る神々様に対し、人類を代表して感謝の祈りを捧げます。 

６．地球世界感謝行と神聖復活の印 

① 海への感謝            

「人類を代表して海をつかさどる神々様に感謝申し上げます 

   海さんありがとうございます」   【地球世界感謝行の印】 

「海に感謝の光を送ります」        【神聖復活の印】 

② 「大地への感謝」          【地球世界感謝行の印】 

「大地に感謝の光を送ります」     【神聖復活の印】 

③ 「山への感謝」          【地球世界感謝行の印】  

「山に感謝の光を送ります」      【神聖復活の印】 

④ 「食べ物への感謝」       【地球世界感謝行の印】 

「食べ物に感謝の光を送ります」    【神聖復活の印】 
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⑤ 「肉体への感謝」         【地球世界感謝行の印】 

「肉体に感謝の光を送ります」      【神聖復活の印】 

⑥ 「水への感謝」           【地球世界感謝行の印】 

「水に感謝の光を送ります」       【神聖復活の印】 

⑦ 「植物への感謝」         【地球世界感謝行の印】 

「植物に感謝の光を送ります」      【神聖復活の印】 

⑧ 「動物への感謝」            【地球世界感謝行の印】 

「動物に感謝の光を送ります」       【神聖復活の印】 

⑨ 「鉱物への感謝」            【地球世界感謝行の印】 

「鉱物に感謝の光を送ります」      【神聖復活の印】 

⑩ 「天象への感謝」            【地球世界感謝行の印】 

「天象に感謝の光を送ります」      【神聖復活の印】 

⑪ 「空気への感謝」         【地球世界感謝行の印】 

「空気に感謝の光を送ります」     【神聖復活の印】 

⑫ 「太陽への感謝」         【地球世界感謝行の印】 

「太陽に感謝の光を送ります」     【神聖復活の印】 

⑬ 「地球への感謝」         【地球世界感謝行の印】 

「地球に感謝の光を送ります」      【神聖復活の印】 

⑭ 「地球大霊王様への感謝」   【地球世界感謝行の印】 

「地球大霊王様に感謝の光を送ります」  【神聖復活の印】 

７. 「世界中の地殻プレートに宇宙神の調和の光を送ります」 【神聖復活の印】 

８. 「日本人の神聖復活大成就」            【神聖復活の印】 

９．「世界人類の神聖復活大成就」       【神聖復活の印】 

※当日の状況によって、印の回数や進行方法が変わることがあります。 
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４月２８日(日) 午後 1時～ 

森谷明子講師 リモート講話会開催のお知らせ 

 

絵画制作、寺社奉納にも力を注がれる一方、執筆・講演活動を行い、日本文化のもつ

不思議な力の活用を呼びかけていらっしゃる日本画家、森谷明子講師のプログラムに

そって、祈りや印を組みながらお話頂く、リモート講話会を開催致します。 

 

プログラム 

１．教義「人間と真実の生き方」奉唱（日本語・英語）  

２．「世界平和の祈り」（日本語・英語） 統一ＣＤ Ｎｏ．２  

３．お話 

４．神聖復活の印  

 

 

参加 URLは大阪支部メールマガジンでお知らせさせて頂きます。 

参加ご希望の方は、支部メールマガジンにご登録下さい。 

お手数をおかけしますが、ご理解とご協力をよろしくお願い致します。 

登録方法は機関誌「輝」の９ページをご参照下さい。 

 

 

※４月は「インターネット動画による神聖復活祈りの会」は行いません。 

 


